
可茂消防事務組合のあゆみ 

 

昭和29年 4月  美濃加茂市消防本部、消防署設置 

 

昭和40年 4月  可児町消防本部、消防署設置 

 

昭和45年 4月  美濃加茂市、坂祝町、富加村、川辺町、八百津町、可児町、御嵩町、兼山町の１市 

              ７町村をもって可茂消防事務組合を設立 

              美濃加茂市消防署を中消防署、可児町消防署を南消防署と改称し、業務を開始 

               管 理 者   岸 東八郎 氏 （美濃加茂市長） 

               副管理者  林    桂 氏 （可児町長） 

                  〃     飯田 藤行 氏 （八百津町長） 

              消防長職務代理者 山田 丈一 就任 

              消防職員５５名 

              消防ポンプ自動車３台、水槽付消防ポンプ自動車２台、救急車２台、その他２台 

     5月  初代消防長 松田 宮吉 就任 

     8月  美濃加茂市から日本損害保険協会より寄贈のあった消防ポンプ自動車「火災保険号」 

              の譲渡を受け、中消防署に配備 

    11月  日本赤十字社可児支部より救急車の寄贈を受け、南消防署に配備 

              南消防署に消防ポンプ自動車を配備 

昭和46年 2月  中消防署、南消防署に広報車を配備 

      3月  中消防署に化学消防車を配備 

 

      4月  消防職員８７名 

              富加、川辺、八百津、御嵩各出張所竣工開所 

              各出張所に職員８名、水槽付消防ポンプ自動車（小型動力ポンプ積載）１台、単 

              車（５０㏄）１台を配備 

              本部に基地局を設置、全車両に超短波１０Ｗの移動局を積載、中消防署 ・南消防 

              署に携帯無線機各２基を配備 

    11月  日本赤十字社可児支部より寄贈を受け南消防署に配備した救急車を、御嵩出張所に 

              配備（職員２名増員） 

昭和47年 1月  本部に警防課を新設 

      3月  各出張所に超短波携帯無線機１基を配備 

 

      4月  消防職員９４名 

昭和48年 1月  川辺町から日本赤十字社川辺分区より寄贈のあった救急車の譲渡を受け、川辺出張 

              所に配備（職員２名増員） 

      3月  多治見市と相互応援協定を締結 

 

      4月  本部庶務課を総務課に改称 

              消防職員９７名 

      9月  岐阜県共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受け、中消防署に配備 

     10月  中消防署に配備してあった救急車を八百津出張所に配備（職員２名増員） 

 



昭和49年 4月  本部警防課を予防課、消防課の２課に改組 

              消防職員９６名 

      7月  構成の富加村が富加町となり、１市７町となる 

      9月  犬山市と相互応援協定を締結 

     10月  中消防署に消防ポンプ自動車を配備 

     11月  特別消防隊結成 隊員１３名 

昭和50年 3月  副管理者 飯田 藤行 氏 の後任に 荒井 正義 氏（八百津町長）選任 

 

      4月  消防職員１００名 

昭和51年 3月  管内クレーン保有業者と応援協定を締結 

 

      4月  消防職員１０５名 

              可児ライオンズクラブより指令車の寄贈を受け、南消防署に配備 

              日本自動車工業会より救急車の寄贈を受け、南消防署に配備 

      8月  瑞浪市と相互応援協定を締結 

     12月  南消防署に水槽付消防ポンプ自動車を配備 

 

昭和52年 4月  消防職員１０９名 

     10月  管理者 岸 東八郎 氏 の後任に 高橋 三郎 氏（美濃加茂市長）選任 

     12月  日本損害保険協会より救急車の寄贈を受け、富加出張所に配備 

昭和53年 3月  初代消防長 松田 宮吉 退職 

 

      4月  二代目消防長 渡辺 休一 就任 

              消防職員１１５名 

              本部に広報車を配備 

     10月  日本損害保険協会より化学消防車の寄贈を受け、南消防署に配備 

     12月  東洋工機株式会社より指令車の寄贈を受け、中消防署に配備 

昭和54年 3月  日本自動車工業会より救急車の寄贈を受け、御嵩出張所に配備 

              航空自衛隊岐阜基地と航空事故に伴う災害発生時の連絡調整に関する協定を締結 

 

      4月  消防職員１２６名 

              森山、西可児分遣所竣工開所 消防ポンプ自動車を配備 

      8月  本部庁舎用地購入 

      9月  本部庁舎起工式 

     12月  八百津出張所に救急車を更新配備 

              中濃消防組合と相互応援協定を締結 

昭和55年 1月  南消防署に小型動力ポンプ付水槽車を配備 

      2月  西可児分遣所に水槽付消防ポンプ自動車を更新配備 

      3月  本部庁舎竣工 

              二代目消防長 渡辺 休一 退職 

 

昭和55年 4月  三代目消防長 溝口 智敏 就任 

              消防職員１３７名 

 



昭和55年 7月  本部庁舎竣工式並びに組合消防１０周年記念行事開催 

              医療法人馨仁会藤掛病院より救急車の寄贈を受け、南消防署に配備 

     10月  日本消防協会より救急車の寄贈を受け、川辺出張所に配備 

              加茂地区危険物安全協会より軽トラックの寄贈を受け、中消防署に配備 

              中消防署に小型動力ポンプ付水槽車を配備 

              本部に連絡車を配備 

     11月  森山分遣所に水槽付消防ポンプ自動車を更新配備 

昭和56年 2月  南消防署に消防無線基地局を設置 

      3月  組合章及び組合旗制定 

 

      4月  加茂郡東部三町村（七宗町、白川町、東白川村）組合加入 構成市町村１１となり 

              １市２郡全域となる 

              消防職員１５５名 

      7月  三代目消防長 溝口 智敏 退職 

      8月  四代目消防長 渡辺 寅男 就任 

     10月  東消防署竣工開署 

              職員１３名、水槽付消防ポンプ自動車１台、広報車１台、救急車１台を配備 

              七宗出張所竣工開所 

              職員９名、水槽付消防ポンプ自動車１台を配備 

              益田地区広域町村圏事務組合と相互応援協定を締結 

     12月  日本損害保険協会より救急車の寄贈を受け、東消防署に配備 

              七宗出張所に救急車、軽トラックを配備 

昭和57年 3月  消防無線基地局笹山中継所設置 

 

      4月  構成の可児町が可児市となり、２市８町１村となる 

              消防職員１７６名 

      7月  可児地区危険物安全協会より防火査察車の寄贈を受け、南消防署に配備 

     10月  恵北消防組合と相互応援協定を締結 

              恵那市と相互応援協定を締結 

     11月  東白川分遣所竣工開所 

              救急車を配備 

              富加出張所に救急車を更新配備 

     12月  副管理者 林  桂 氏 の後任に 鈴木 告也 氏（可児市長）選任 

              川辺、八百津出張所に水槽付消防ポンプ自動車を更新配備 

昭和58年 1月  土岐市と相互応援協定締結 

      2月  本部に救助工作車を配備 

      3月  東可児分遣所竣工開所 

              水槽付消防ポンプ自動車を配備 

              御嵩出張所庁舎増築竣工 

              御嵩出張所に水槽付消防ポンプ自動車を更新配備 

              本部に資機材搬送車を配備 

              各務原市と相互応援協定を締結 

 

 



昭和58年 4月  消防職員１８４名 

      8月  南消防署に広報車を配備 

      9月  ９．２８災害…９月２８日夜台風１０号崩れの豪雨により木曽川がはんらん、洪水 

              が美濃加茂市太田町、可児市土田、坂祝町、八百津町、白川町の住宅地帯に浸水、 

              床上浸水２，２２７戸をはじめ、１，８７３世帯及び公共施設が被災した 

              富加出張所に水槽付消防ポンプ自動車を更新配備 

     12月  本部に連絡車を更新配備 

              日本損害保険協会より救急車の寄贈を受け、中消防署に配備 

              岐阜県救急医療情報システム運用開始、医療機関案内のため本部に地域情報センタ 

              ーとして端末機を設置し、業務開始 

昭和59年 3月  富加、川辺、八百津出張所車庫の庇増設 

              本部に指令車を配備 

 

      4月  消防職員１８２名 

      6月  加茂地区危険物安全協会より査察車の寄贈を受け、中消防署に配備 

     10月  中消防署に水槽付消防ポンプ自動車を更新配備 

     11月  中消防署に化学消防車を更新配備 

昭和60年 3月  本部に連絡車を配備 

              御嵩出張所に軽トラックを配備 

              四代目消防長 渡辺 寅男 退職 

 

      4月  五代目消防長 安田  守 就任 

              消防職員１８１名 

      6月  美濃加茂市消防行政無線開局にともない中消防署に災害緊急放送の端末機設置 

      8月  南消防署に救命用アルミボートを配備 

              岐阜県総合防災訓練が八百津町で実施される 

      9月  管理者 高橋 三郎 氏 の後任に 渡辺 博万 氏（美濃加茂市長）選任 

     10月  東白川分遣所にホース乾燥塔設置 

     11月  第６回岐阜県らっぱ競練会及び消防大会が美濃加茂市で開催される 

              東白川分遣所に消防ポンプ自動車（ホースカー付）を配備 

昭和61年 2月  本部、中消防署に岐阜県防災行政無線電話を設置 通話開始 

      3月  西可児分遣所車庫増築工事完成 

 

      4月  消防職員１８２名 

              東消防署に救命用アルミボートを配備 

      7月  八百津出張所車庫増築工事完成 

              八百津出張所に軽トラックを配備 

     12月  中消防署倉庫（鉄骨平屋建１１２．５㎡）建築 

昭和62年 3月  南消防署に救急車を更新配備 

 

      4月  消防職員１８３名 

              可児市鳩吹山林野火災発生（焼損面積約９０ha） 

 

 



昭和62年 8月  東消防署に広報車を更新配備 

     9月  富加出張所車庫増築工事完成 

              富加出張所に軽トラックを配備 

    10月  八百津出張所庁舎増改修工事完成 

昭和63年 3月  南消防署庁舎竣工 

              管内消防相互応援協定締結 

              五代目消防長 安田  守 退職 

 

      4月  六代目消防長 福田 重弘 就任 

              消防職員１８６名 

      6月  南消防署に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ）を更新配備 

              川辺出張所に軽トラックを配備 

      8月  川辺出張所庁舎増改修工事完成 

 

平成元年 4月  消防職員１８９名 

      7月  御嵩出張所に救急車を更新配備 

      8月  岐阜県総合防災訓練が美濃加茂市ライン公園で実施される 

              日本消防協会より救急車の寄贈を受け、八百津出張所に配備 

      9月  富加出張所庁舎増改修工事完成 

     10月  南消防署にはしご付消防自動車（３０m級）を配備 

              南消防署に資機材搬送車を配備 

 

平成 2年 4月  消防職員１９２名 

              組合消防２０周年記念号発刊 

     10月  東消防署に軽トラックを配備 

     12月  御嵩出張所庁舎増改修工事完成 

平成 3年 2月  社団法人日本自動車工業会より救急車の寄贈を受け、南消防署に配備 

      3月  南消防署の救急車に自動車電話を取付 

              六代目消防長 福田 重弘 退職 

 

      4月  七代目消防長 木村  武 就任 

              消防職員１９７名 

      7月  八百津出張所庁舎増改修工事完成 

     11月  本部予防課に査察車を更新配備 

平成 4年 2月  中消防署の救急車に自動車電話を取付 

              日本損害保険協会より救急車の寄贈を受け、川辺出張所に更新配備 

 

      4月  消防職員２０４名 

              本部に消防長車を更新配備 

      6月  東海建設株式会社よりステーションワゴン車の寄贈を受け、本部に配備 

              東海建設株式会社よりテント２張の寄贈を受け、中消防署・南消防署に配備 

      7月  南消防署に査察車を更新配備 

      9月  日本消防協会より救急車の寄贈を受け、七宗出張所に更新配備 

 



平成 4年10月  消防本部庁舎増改築及び外壁吹付け塗装工事完成 

平成 5年 1月  南消防署に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ）を更新配備 

      2月  富加出張所に救急車を更新配備 

 

      4月  消防職員２１０名 

      5月  医療法人馨仁会藤掛病院より救急車の寄贈を受け、南消防署に更新配備 

      7月  本部予防課に査察車を更新配備 

              中消防署に査察車を更新配備 

              日本防火協会より防火広報車の寄贈を受け、本部予防課に配備 

     8月  南消防署に広報車を更新配備 

     9月  本部に救急研修センター開所 

    10月  管理者 渡辺 博万 氏 の後任に 川合 良樹 氏（美濃加茂市長）選任 

    12月  東消防署、森山分遣所に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ）を更新配備 

平成 6年 3月  岐阜県防災ヘリコプター応援協定を締結 

              七代目消防長 木村  武 退職 

 

     4月  八代目消防長 加藤 義明 就任 

              消防職員２１４名 

              救急波無線開局 

    10月  水難救助隊発足 隊員８名 

              森山分遣所に軽トラックを配備 

    12月  副管理者 鈴木 告也 氏 の後任に 山田  豊 氏（可児市長）選任 

平成 7年 1月  中消防署仮眠室、待機室増改築工事 

     2月  南消防署に化学消防ポンプ自動車、七宗出張所に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ 

              を更新配備 

     3月  中消防署、南消防署、東消防署に小型動力ポンプ軽四輪積載車を配備 

              消防本部に連絡車を更新配備 

 

     4月  消防職員２１７名 

              南消防署に高規格救急車を配備 

              花フェスタ開催中会場内に消防詰所設置（４月２６日～６月４日） 

     8月  南消防署西可児分遣所救急業務開始 

    10月  中消防署森山分遣所救急業務開始 

    12月  中消防署八百津出張所に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ）を更新配備 

平成 8年 2月  南消防署に小型動力ポンプ付水槽車（Ⅱ型）を更新配備 

     3月  副管理者 荒井 正義 氏の後任に 赤塚 新吾 氏（八百津町長）選任 

 

     4月  消防職員２２２名 

              南消防署東可児分遣所救急業務開始 

     9月  東消防署に救急車を更新配備 

              中消防署森山分遣所に救急車を更新配備 

    11月  消防本部通信指令室及び中消防署車庫増築工事完成 

    12月  中消防署、南消防署に耐震性貯水槽（６０t）設置 

 



平成 9年 1月  南消防署御嵩出張所に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ）を更新配備 

     3月  中消防署に小型動力ポンプ付水槽車（Ⅱ型）を更新配備 

              南消防署御嵩出張所に軽広報車を更新配備 

 

     4月  消防職員２２２名 

              通信指令室を通信指令課に改称 

              消防緊急通信指令システム運用開始 

              中消防署署長室増改修工事 

     7月  加茂、可児医師会と災害医療救護活動協定を締結 

    10月  中消防署に高規格救急車を配備 

    12月  中消防署川辺出張所に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ）を更新配備 

              南消防署に救助工作車を配備 

平成10年 3月  可児ライオンズクラブより消防啓発広告塔の寄贈を受け、南消防署に設置 

              八代目消防長 加藤 義明 退職 

 

     4月  九代目消防長 井上 貞夫 就任 

              組合規約改正（議員定数の変更） 

              可茂地域消防連絡協議会発足 

              消防職員２１８名 

     6月  東消防署に指令車を配備 

              中消防署に資機材搬送車を更新配備 

     7月  中・南・東消防署にエアーテントを配備 

     8月  東消防署に救助隊発足 

              中消防署八百津出張所に軽広報車を更新配備 

    10月  岐阜県緊急消防援助隊訓練を「ふれあいパーク緑の丘」で実施 

              携帯電話等１１９番通報受信業務運用開始 

    11月  全国消防長会東海支部役員会を開催 

平成11年 2月  各出張所に簡易救助器具を配備 

 

     4月  消防職員２２２名 

     6月  本部に救命ボートを配備 

     8月  中消防署富加出張所に軽広報車を更新配備 

    12月  南消防署東可児分遣所に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ）を更新配備 

              南消防署西可児分遣所に救急車を更新配備 

 

平成12年 4月  消防職員２２３名 

      6月  自動車からの緊急通報受信業務開始 

              中消防署川辺出張所に軽広報車を更新配備 

              消防本部、中消防署空調設備改修工事完成 

     7月  組合消防発足３０周年記念号発刊 

    11月  中消防署富加出張所に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ）を更新配備 

              東消防署に高規格救急車を配備 

 

 



平成13年 3月  九代目消防長 井上 貞夫 退職 

 

     4月  十代目消防長 渡辺 秀昭 就任 

              組合規約改正（煙火消費許可事務） 

              消防職員２２７名 

              可児市よりステーションワゴン車及び軽トラックの無償譲与を受け、南消防署に配 

              備 

     7月  東消防署改修工事完成 

     8月  南消防署御嵩出張所に救急車を更新配備 

    12月  中消防署に水槽付消防ポンプ自動車を更新配備 

平成14年 3月  十代目消防長 渡辺 秀昭 退職 

 

     4月  十一代目消防長 平岡 冨弘 就任 

              消防職員２２７名 

              南消防署西可児分遣所を南消防署西可児分署に機構改革 

     8月  東消防署に資材搬送車を配備 

     9月  南消防署西可児分署改修工事完成 

    11月  南消防署に軽トラックを更新配備 

    12月  中消防署八百津出張所に高規格救急車を配備 

              庁内ＬＡＮ構築 

平成15年 1月  中消防署に化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を更新配備 

     2月  東消防署東白川分遣所に水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ａ型）を更新配備 

              中消防署に救助工作車（Ⅱ型）を更新配備 

     3月  南消防署御嵩出張所増改築工事完成 

              十一代目消防長 平岡 冨弘 退職 

 

     4月  十二代目消防長 大塚 森夫 就任 

              消防職員２３３名 

              南消防署御嵩出張所を南消防署御嵩分署に機構改革 

              ＫＡＭＯｎｅｔ運用開始 

         8月  西可児分署及び七宗出張所に軽広報車を配備 

        10月  東可児分遣所に救急車を更新配備 

        11月  中消防署仮眠室増築工事 

    12月  御嵩分署に高規格救急車を配備 

平成16年 1月  可茂消防事務組合公式ホームページ運用開始 

     2月  中消防署にはしご付消防自動車（３０m級）を配備 

     3月  東消防署に広報車を配備 

              八百津出張所建設用地購入 

              パジェロ製造（株）より指令車の寄贈を受け、中消防署に更新配備 

              日本消防協会より指令車の寄贈を受け南消防署に更新配備 

 

         4月  消防職員２３７名 

     6月  南消防署に査察車を更新配備 

     9月  東消防署七宗出張所に救急車を更新配備 



    12月  南消防署に高規格救急車を更新配備 

              中消防署八百津出張所移転新築工事完成 

平成17年 3月  消防本部に消防長車を更新配備 

              東消防署増改築工事完成 

              十二代目消防長 大塚 森夫 退職 

 

     4月  十三代目消防長 渡辺 益巳  就任 

              消防職員２３７名 

     5月  構成の兼山町が可児市となり、２市７町１村となる 

         9月  南消防署に広報車を更新配備 

              消防本部に指揮車を更新配備 

        10月  管理者 川合 良樹 氏の後任に 渡辺 直由 氏(美濃加茂市長)選任 

平成18年 1月  中消防署富加出張所に２Ｂ型救急車を更新配備 

              中消防署川辺出張所に２Ｂ型救急車を更新配備 

         3月  消防本部通信指令課 指令台リニューアル工事一式（完成） 

 

         4月  消防職員２４３名 

        12月  南消防署西可児分署に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型）を更新配備 

平成19年 1月  南消防署西可児分署に高規格救急車を配備 

         3月  消防本部・中消防署庁舎耐震補強工事（完成） 

              消防本部に人員搬送車を更新配備 

 

     4月  消防職員２５１名 

        6月  消防本部・中消防署に査察車を更新配備 

       10月  中消防署に高規格救急車を更新配備 

平成20年 2月  南消防署に人員搬送車を更新配備 

 

         4月  消防職員２５０名 

平成21年 2月  消防本部に連絡車を更新配備 

              南消防署に査察車を更新配備 

     3月  南消防署はしご付消防自動車（３０m級）オーバーホール完了 

              十三代目消防長 渡辺 益巳 退職 

 

     4月  十四代目消防長 山口 隆功 就任 

              消防職員２４９名 

     6月 東消防署に広報車を更新配備 

       10月 南消防署に資機材搬送車を更新配備     

平成22年 3月  中消防署森山分遣所に高規格救急車を配備 

 

     4月  消防職員２５１名 

       11月  (社)日本損害保険協会より高規格救急車の寄贈を受け、東消防署東白川分遣所に   

            更新配備 

       12月  (財)救急振興財団より救急普及啓発広報車の寄贈を受け、中消防署に配備 

南消防署に水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型）を更新配備 



平成23年 3月  南消防署御嵩分署に軽広報車を更新配備 

             消防本部通信指令課に高機能消防指令システムを更新配備 

              十四代目消防長 山口 隆功 退職  

 

4月  十五代目消防長 坂井 清 就任  

              消防職員２５３名  

               中消防署はしご付消防自動車（３０m 級）オーバーホール完了 


